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新
た
な
ふ
く
し
ま
の
未
来
を
拓
く
園
芸
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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新たなふくしまの未来を拓く園芸振興プロジェクト新たなふくしまの未来を拓く園芸振興プロジェクト

～いわきの園芸復興に向けて～～いわきの園芸復興に向けて～
　福島県が平成 25年４月に策定した「新たなふくしまの未来を拓く園芸振興プロジェクト」（計画期間H25～
H32）に基づき、「新たなふくしまの未来を拓く園芸振興いわき地方推進会議」（事務局：いわき農林事務所）では、
いちご、ねぎ、日本なしをプロジェクト品目に選定し、品目ごとに①生産体制（人、ものづくり）の強化、②安全・
安心の確保と販売対策の強化、③新たな生産システムの導入推進を重点推進施策に位置づけています。
　生産体制強化の一環として、ＪＡいわき市生産部会が中心となり、県・市・農業委員会・全農福島の連携のもと、
部会員の栽培技術向上や新規作付け希望者の定着、新規就農希望者の支援など、産地規模拡大に向けた各種取り組
みを進めています。

実施日 主な内容 参加者
（うち新規作付希望者）

第１回 H25.8.28
○市内の生産・販売状況について
○営農指導体制について
○ほ場見学

33名（15名）

第２回 H25.10.22

○病害虫防除対策について
○高設栽培について
○ほ場（高設栽培システム）見学
○事例発表（生産者２名）
○新規作付希望者との意見交換会

54名（８名）

第３回 H25.12.10
○講演：㈱平果　取締役専務　鈴木光栄氏
○新規作付希望者の紹介
○生物農薬等について

28名（８名）

実施日 主な内容 参加者
（うち新規作付希望者）

第１回 H26.3.5
○ねぎの販売流通について
○ねぎ栽培について
○営農指導体制について

14名（11名）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

秋冬ねぎ

夏秋ねぎ ○ ×

○：播種
×：定植
■：収穫

○ ×

　セミナー受講生のうち、新規作付希望者（新規就農希望
者を含む）を対象とし、生産者部会の指導のもと、各種作
業について実地で研修を行っています。

新規作付希望者実地研修（いちご）

平成 25年度いわきいちごセミナー実施状況

平成 25年度いわきねぎ新規栽培説明会実施状況

≪平成 26年度の取り組みについて≫
　プロジェクト品目（いちご、ねぎ、日本なし）の生
産規模拡大に向けた各種取り組みは、平成 26 年度以
降も継続して実施していきます。
　各種セミナーや実地研修の受講を希望される方は、
下記の連絡先までご相談ください。
　※日本なしに関する取り組みは、平成 26年度開始予定

【お問い合せ】
県いわき農林事務所　農業振興普及部
℡２４－６１６２　　Fax ２４－６１９６

≪いわきいちごの特長≫
①いわき地域の気象条件にあっ
た品目。
②福島県オリジナル品種「ふくは
るか」の導入により、冬季の燃
料費節減が可能であり、他産地
と比較し、コスト面において有
利。

③高設ベンチの導入など、農作
業の省力化が可能。

≪いわきねぎの特長≫
①いわき地域の気象条件にあっ
た品目。
②品種と播種期の選定により周
年出荷が可能。
③収穫適期が長く、収穫時期（作
業）の分散と価格動向に合わ
せた出荷が可能。
④機械化体系が確立されており、
大規模栽培も可能。
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
渡
辺
町
上

釜
戸
で
水
稲
と
花
卉
栽
培
を
営
む
下
山

田
善
裕
さ
ん
で
す
。

　

善
裕
さ
ん
は
、
北
海
道
大
学
農
学
部

大
学
院
で
遺
伝
子
工
学
を
学
び
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
に
卒

業
し
、
就
農
し
ま
し
た
。

　

家
族
は
、
祖
父
母
に
両
親
、
弟
と
妹

の
７
人
家
族
で
す
が
、
弟
さ
ん
は
、
現

在
、
東
京
の
大
学
に
在
籍
中
の
た
め
、

実
家
を
離
れ
て
い
ま
す
。

　

専
業
農
家
で
あ
る
下
山
田
家
の
耕
作

規
模
は
、
水
稲
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ

か
に
、
約
80
ア
ー
ル
の
畑
に
連
棟
式
４

棟
、
単
棟
式
３
棟
、
パ
イ
プ
式
８
棟
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
、
鉢
植
の

花
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

経
営
規
模

が
大
き
く
、

と
て
も
家
族

だ
け
の
労
働

力
で
は
間
に

あ
わ
な
い
た

め
、
現
在
４

人
の
パ
ー
ト

労
働
者
を
雇

用
し
て
い
ま

す
。

　

大
学
で

は
、
花
の
色

の
研
究
を
し

て
き
た
と
い

う
善
裕
さ
ん

は
、
ハ
ウ
ス
の
中
で
両
親
や
妹
さ
ん
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
達
と
作
業
に
汗

を
流
し
、
花
と
関
わ
る
毎
日
で
す
。
就

農
の
動
機
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
。

漁
師
の
家
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
漁
師
に

な
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
、
家
業
を
継
ぐ

と
い
う
約
束
で
大
学
に
進
学
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。」
と
明
快
な
答
え
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。

　

学
識
と
意
欲
に
溢
れ
る
善
裕
さ
ん
に

は
、
今
後
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
大
い
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
執
筆
・
撮
影　

佐
川
良
平　

委
員
）

　

い
わ
き
市
渡
辺
町
の
「
彩
花
園
（
さ
い
か
え

ん
）」（
代
表
：
遠
藤
菊
男
氏
）
は
、
農
家
の
想

い
を
消
費
者
に
伝
え
る
場
と
し
て
、
平
成
18
年

に
誕
生
し
、
地
元
産
の
季
節
の
野
菜
や
手
作
り

お
惣
菜
を
は
じ
め
、
四
季
に
合
わ
せ
て
年
間

１
５
０
品
以
上
を
販
売
す
る
一
方
、「
田
畑
に

来
て
・
見
て
・
触
れ
て
・
味
わ
っ
て
、
五
感
で

感
じ
て
も
ら
う
」
た
め
、
体
験
型
直
売
所
と
し

て
、
野
菜
の
収
穫
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
販
売
を
開
始
す
る
名
物
「
マ
コ
モ
タ

ケ
」
は
、
イ
ネ
科
の
多
年
草
で
、
肥
大
化
し
た

茎
の
根
元
を
食
し
ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
や
ホ
ワ
イ

ト
ア
ス
パ
ラ
の
よ
う
な
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
と
、

香
り
豊
か
な
甘
み
が
特
長
で
、
油
と
の
相
性
も

良
い
こ
と
か
ら
、
中
華
料
理
で
も
重
宝
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
認
知
度
の
低
さ
や
、

生
食
の
保
存
期
間
が
短
く
流
通
困
難
で
あ
る
こ

と
が
、
消
費
拡
大
・
産
地
形
成
に
向
け
て
の
課

題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
福
島
県
中
小
企

業
中
央
会
の
公

募
事
業
を
活
用

し
、
彩
花
園
を

中
心
と
し
た
マ

コ
モ
タ
ケ
の
商

品
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始

動
し
ま
し
た
。

　

従
来
処
分
し

て
き
た
マ
コ
モ

タ
ケ
の
葉
の
部

分
に
着
目
し

た
と
こ
ろ
、

多
く
の
栄
養

素
を
含
み
、

パ
ウ
ダ
ー
化

し
た
も
の
は

熱
を
加
え
て

も
褐
色
し
に

く
く
鮮
や
か

な
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン

を
発
色
し
、
若
葉
の
爽
や
か
な
味
わ
い
も
備
え

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
特
性
を
活
か
し
た
マ
コ
モ

若
葉
パ
ウ
ダ
ー
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
地
元
企
業
と
連
携
し
、
マ
コ
モ
の
色

合
い
と
風
味
を
備
え
た
商
品
と
し
て
、
シ
ョ
コ

ラ
、
サ
ブ
レ
、
シ
フ
ォ
ン
な
ど
の
菓
子
類
や
、

う
ど
ん
な
ど
の
麺
類
を
、
平
成
26
年
夏
ご
ろ
に

販
売
開
始
す
る
た
め
、
最
終
調
整
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

去
る
２
月
21
日
に
は
、
福
島
県
い
わ
き
合
同

庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
「
第
２
回
い
わ
き
地
域
産

業
６
次
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
」に
お
い
て
、

商
業
者
を
含
め
た
来
場
者
を
対
象
に
、
マ
コ
モ

若
葉
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用
し
た
菓
子
類
の
試
食
な

ど
を
実
施
し
好
評
を
得
て
お
り
、
今
後
は
、
マ

コ
モ
若
葉
パ
ウ
ダ
ー
と
様
々
な
名
産
品
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
新
た
な
地
域
資
源
の
創

出
と
６
次
化
商
品
開
発
を
「
マ
コ
モ
の
里
彩
花

園
」
か
ら
発
信
し
、
マ
コ
モ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

を
目
指
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

▲下
しもやま

山田
だ

善
よしひろ

裕さん（27歳）渡辺町上釜戸

がんばる農業者
ああのの人人ここのの人人

ヘ
ル
シ
ー
ベ
ジ（
広
葉
マ
コ
モ
）の

ヘ
ル
シ
ー
ベ
ジ（
広
葉
マ
コ
モ
）の

丸
ご
と
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

丸
ご
と
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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●農業委員会委員選挙人名簿審査を実施
　1月 23 日（木）、農業委員会第 13 回総会を開催し、その中で農業委員による選挙
人名簿審査を行いました。審査した名簿は、選挙管理委員会で縦覧期間を経て 3月
31 日に確定し、平成 26 年 3 月 31 日から翌年 3月 30 日までに行われる農業委員に関
する選挙において使用されます。
選挙人名簿登載者数は以下のとおりです。

【備考】

１．雇用労働作業時間は、１人１日８時間（実働）を基準
としています。
⑴１時間あたりの福島県最低賃金 (平成 25 年 10 月６日
改定 ) は、675 円です。
⑵賄い費（食事代）は、含みません。

２．労働能力（性別・年齢・経験など）、山間部と平坦部、
乾田・湿田など農作業に地域差等がある場合は、当事
者間で十分に協議のうえ調整してください。

３．整理田を基準としていますので、未整理田、土壌条件、
農道の状況などの差異がある場合は、当事者間で十分
に協議のうえ調整してください。

【請負労働作業】　（整理田 10a あたり・単位　円） 【雇用労働作業】　（一人一日あたり・単位　円）

　この標準額は、市内の農作業労働賃金の適正化を図るために定めるものです。頼む人も頼まれる人もこの
趣旨を理解し、ご協力をお願いいたします。

区 区　　　　　　　　　域 世帯数（戸） 名簿登録者数（人）
男 女 計

1 平 ・ 神 谷 ・ 草 野 ・ 赤 井 876 1,010 820 1,830 
2 飯 野 ・夏井・高久・豊間 619 777 627 1,404 
3 小 名 浜 ・ 常 磐 710 874 660 1,534 
4 勿 来 801 981 733 1,714 
5 内 郷 ・ 好 間 ・ 三 和 637 783 740 1,523 
6 四 倉 ・ 久 之 浜 ・ 大 久 746 900 754 1,654 
7 遠 野 ・ 田 人 538 669 565 1,234 
8 小 川 ・ 川 前 551 691 588 1,279 

合　　　　　　計 5,478 6,685 5,487 12,172 

作　業　名 標準額 摘　　要

水
田
作
業

育 苗 670 一箱あたり個人育苗硬化まで

耕 起
5,800 ロータリー耕

7,000 プラウ耕

畔 ぬ り 50 １メートルあたり

代 か き 6,700
田 植 6,500
防 除 900 薬剤費別

バインダー 7,500 ひも込み

脱 穀 7,500 ハーべスター

コンバイン 28,000 ワラ結束の場合 2,000 円増し

コ
ン
バ
イ
ン
の
内
訳

刈り取り 17,000
倒伏の場合は、
話し合いによる乾 燥 8,000

運 搬 3,000
も み 摺 300 30 キログラムあたり運搬を除く

畑作業 耕 起 5,600 ロータリー耕

果樹園作業 薬 剤 散 布 2,500 スピードスプレーヤ薬剤費別
※消費税額を含む

作　業　名 標準額 摘　　要
水
田
作
業

手 作 業 7,000
機 械 作 業
（機械持参） 10,000 草刈りなど

畑 作 業 6,500
果
樹
園
作
業

整 枝 剪 定 10,000
果樹一般作業 7,000

山
林
作
業

手 作 業 9,000 下刈りなど
機 械 作 業
（機械持参） 12,000 下刈りなど

◆
農
業
委
員
会
事
務
局
の
一
時
移
転
に
つ
い
て

東
分
庁
舎
の
耐
震
化
工
事
に
伴
い
、
平
成
26
年
５
月
下
旬
以
降
、

農
業
委
員
会
事
務
局
は
一
時
移
転
い
た
し
ま
す
。

移
転
先
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
「
広
報
い
わ
き
」
等
に

よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
農
業
者
年
金
の
現
況
届
を
提
出
さ
れ

る
際
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農 業 委 員 会 の う ご き

平成26年農作業労働賃金標準額が決定しました平成26年農作業労働賃金標準額が決定しました
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農
業
者
年
金

農
業
者
年
金

「
農
業
者
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」

の
提
出
は
６
月
末
日
ま
で
で
す
！

　

毎
年
５
月
下
旬
、
農
業
者
年
金
を
受
け

て
い
る
方
あ
て
に
、
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
「
現
況
届
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

提
出
期
限
は
６
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
し
忘
れ
る
と
、
年
金
の
入
金
が
差

し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
お
す
す

め
し
ま
す
！

　

農
業
者
年
金
は
、
厚
生
年
金
と
違
い
２

階
建
て
部
分
が
な
い
国
民
年
金
に
上
乗
せ

を
す
る
た
め
の
農
業
者
だ
け
の
公
的
年
金

で
す
。

　

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
方
が
加
入

で
き
ま
す
。

　
《
加
入
要
件
》

　

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

○
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　
　
（
保
険
料
免
除
者
を
除
く
）

　

農
業
者
年
金
の
保
険
料
は
、
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
の
範
囲
で
、
千
円
単
位
の

月
額
保
険
料
を
設
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、

年
の
途
中
で
月
額
を
変
更
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
平
成
14
年
１
月
か
ら
の
新
制
度
は
、
希
望

し
て
加
入
す
る
制
度
で
、
任
意
脱
退
が
可
能

で
す
。
納
め
た
保
険
料
は
、
加
入
期
間
に

関
わ
ら
ず
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
た
め
、

脱
退
一
時
金
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
期
間
が
短
く
て
も
月
々
の
保
険
料

を
多
く
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
将

来
の
支
給
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
豊

な
老
後
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

農
政
振
興
係

　

☎（
22
）７
５
３
４

農
業
者
年
金
巡
回
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
16
日
（
木
）、
福
島
県
農
業
会

議
及
び
福
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

か
ら
農
業
者
年
金
相
談
員
を
招
き
、
い

わ
き
市
農
業
協
同
組
合
本
店
に
て
「
農

業
者
年
金
巡
回
相
談
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
年
金
制
度
の
概
要
説
明
の
後
、

個
別
相
談
と
し
て
加
入
し
て
い
た
年
金

制
度
が
「
旧
制
度
」
な
の
か
「
新
制
度
」

な
の
か
を
確
認
し
、
受
給
を
希
望
す
る

年
金
の
種
別
や
裁
定
請
求
書
の
提
出
の

時
期
、
所
有
農
地
の
処
分
の
仕
方
な
ど

に
関
す
る
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

巡
回
相
談
会
は
、
58
歳
以
上
の
被
保

険
者
及
び
年
金
受
給
待
期
者
を
対
象
と

し
て
例
年
１
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
26
年
度
の
相
談
会
に
つ
い
て

は
、
詳
細
日
程
等
が
決
ま
り
次
第
、
い

わ
き
市
農
協
及
び
い
わ
き
中
部
農
協
を

通
じ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

農 地 流 動 化 情 報 vo l .23
　農業委員会では、農地の有効利用促進を図るため、売買・賃貸借等を希望する農地の
情報を提供しています。

※今回掲載した農地以外にも売買・賃貸借等の意
向がある方は、是非ご相談ください。

【お問い合わせ】
農業委員会事務局農地調整係
☎ 0246（22）7578

■売りたい
No 農地の所在地 地目 面積（a）

1 平赤井字四の町（１筆） 田 30.02 

2 田人町貝泊字井出（５筆） 田 30.25 

3 田人町貝泊字井出（５筆） 畑 278.16 

■貸したい
No 農地の所在地 地目 面積（a）
1 平神谷作字堂前（２筆） 田 15.89 

2 平泉崎字上河原（３筆） 田 30.66 

3 平泉崎字岸前（２筆） 田 20.18 

4 平泉崎字集（１筆） 田 10.19 

5 平泉崎字雉子町（３筆） 田 30.57 

6 平下神谷字仲田（１筆） 田 10.21 

7 平泉崎字川端（６筆） 田 39.79 

8 平泉崎字上百目木（２筆） 田 20.82 

9 四倉町字町田（7筆） 田 30.82
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農業委員会ホームページ http://www.city. iwaki . fukushima.jp/nogyo/index.html

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
歴
史
を
ひ

も
解
い
て
み
ま
す
と
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に

移
住
し
た
人
々
が
、
先
住
民
族
か
ら
分
け
て
も

ら
っ
て
食
べ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
冬
の
厳
し
い
寒
さ
と
飢

え
か
ら
救
わ
れ
た
こ
と
で
、ア
メ
リ
カ
で
は「
命

の
恩
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
で
は
、〝
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
父
〞
と
呼

ば
れ
た
岩
垣
駛
夫
氏
（
元
福
島
県
園
芸
試
験
場

場
長
）
に
よ
っ
て
導
入
が
進
み
、
１
９
８
０
年

代
か
ら
国
内
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
国
内
の
収
穫
量
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
国

内
消
費
量
の
約
半
分
は
輸
入
品
で
、
多
く
は
ア

メ
リ
カ
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
話
題
を
い
わ

き
市
大
久
町
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。
四
倉
IC
を

降
り
て
県
道
35
号
線
を
大
久
に
向
か
う
と
、
ほ

ど
な
く
し
て
右
側
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
直
売
の
看

板
が
見
え
ま
す
。
い
わ
き
市
大
久
町
の
高
萩
美

智
代
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
ピ
コ
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
農
園
で
す
。
入
口
周
辺
の
約
10
ア
ー
ル
に

ラ
ズ
ベ
リ
ー
と
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
、
農
園
奥
の

休
憩
所
周
辺
約
40
ア
ー
ル
に
ス
パ
ル
タ
ン
や

チ
ャ
ン
ド
ラ
な
ど
の
品
種
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

高
萩
さ
ん
は
、
以
前
は
夏
野
菜
な
ど
を
出
荷

し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
元
々
あ
っ
た
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
木
か
ら
収
穫
し
た
実
を
な
に
げ
な
く

出
荷
し
て
み
た
と
こ
ろ
、「
美
味
し
い
」
と
評

判
に
な
っ
た
こ
と
が
栽
培
す
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

平
成
20
年
３
月
か
ら
、
ご
夫
婦
で
専
門
家
の

指
導
を
受
け
、
生
産
者
の
方
た
ち
と
の
相
談
会

な
ど
を
重
ね
な
が
ら
、
土
壌
改
良
を
は
じ
め
本

格
的
な
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
に
着
手
し
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
苦
労
し
な
が
ら
、
約
50

ア
ー
ル
の
畑
に
約
６
０
０
本
、
70
品
種
の
苗
を

植
え
付
け
、「
大
粒
の
も
の
を
中
心
に
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た

い
。
是
非
、
青
の
宝
石
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。」

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
平
成
23
年
に
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
摘
み
取
り
園
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
予
定
通
り
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
美
智
代
さ
ん
は
い
つ
ま
で
も
く
よ

く
よ
し
て
い
な
い
性
格
の
よ
う
で
す
。

　

翌
年
24
年
７
月
に
は
「
ピ
コ
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

農
園
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
来
園
し
た
お
客
さ
ん

の
笑
顔
を
励
み
に
、
日
曜
日
限
定
で
営
業
を
続

け
て
い
ま
す
。そ
の
他
の
野
菜
も
育
て
て
お
り
、

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
に
来
て
く
れ
た

方
に
野
菜
も
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。」
と
の
事
で
す
。

　
「
１
、０
０
０
本
以
上
植
え
付
け
し
て
摘
み
取

り
、
生
産
加
工
し
た
野
菜
や
ジ
ャ
ム
な
ど
も
カ

フ
ェ
で
販
売
し
た
い
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
っ
て
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
全
然
味
が
違
い
ま
す
。」
と
、
今
後

の
目
標
を
語
る
美
智
代
さ
ん
の
目
が
〝
青
い
宝

石
〞
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
の
が
印
象
的
で
、

今
後
、
大
久
町
の
新
た
な
名
物
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
執
筆
・
撮
影　

飯
高
敬
一　

委
員
）

　

日
本
農
業
の
今
を
見
る
と
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
食
料
自
給
率
の
低
下
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
、
後
継
者
不
足
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に

よ
る
集
落
機
能
の
低
下
、
消
費
者
の
コ
メ
離
れ

な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
課
題
は
従
来
指
摘
さ
れ
続
け
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
解
決
に
向
け
て
は
、
新
た

な
局
面
を
積
極
的
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
農
政
の
大
転
換
と
し

て
、
生
産
調
整
の
見
直
し
、
担
い
手
に
対
す
る

８
割
以
上
の
農
地
集
積
、
６
次
産
業
化
の
推
進

な
ど
、
様
々
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
産
業
と
し
て
捉
え
た
場
合
、顧
客（
消

費
者
等
）
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

は
必
要
不
可
欠
で
す
。
生
産
者
が
消
費
者
と
向

き
合
い
、
夢
と
希
望
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ
て

日
本
の
農
業
を
盛
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
執
筆　

飯
高
敬
一　

委
員
）

●荒川　光弘　●草野城太郎
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全国農業新聞の購読をあなたも全国農業新聞の購読をあなたも

　野菜の苦味や酸味は、美味しいと
感じられるようになるまでに経験に
よる慣れが必要と言われています。
JAいわき市では野菜をもっと好き
になってもらおうと、㈱明治と野菜
ソムリエコミュニティ福島の協力の
もと、２月２日（日）にJAいわき
市新鮮野菜館谷川瀬店で、市内小学
生を対象とした親子 13 家族、36
名を対象に、「いわき野菜 de チョ
コベジ」を開催しました。講師に野
菜ソムリエで栄養士の木下麻美さん
を迎え、旬の野菜の話、美味しい野
菜の見分け方や保存方法を学んだ
後、野菜をチョコレートでコーティ
ングして食べるチョコベジを体験し
ました。
　食材にはいわき産の旬な野菜、大
根、にんじん、ミニトマト、とっく
りいも、春菊を使い、チョコレート
ソースにはミルクとホワイトの２種
類をそれぞれ湯煎して使用しまし
た。皮と身のあいだに栄養がある野
菜は皮つきで食べやすい大きさに切
り、チョコレートソースにつけて食
べました。

　参加された方々からは、「苦味が
ある野菜もチョコソースでは食べら
れました」とか「野菜本来の食味、
食感が楽しめ、おやつ感覚で食べら
れました」などの感想がありました。
　ご家庭でも野菜を苦手なお子さん
がいましたら、是非挑戦してみては
いかがでしょうか？
（執筆・編集　草野城太郎　委員）

畑
に
実
る
〝
青
い
宝
石
〞

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

編
集
後
記

編
集
後
記

地区だよ
り

　　《北
部地区》

〔四倉・
久之浜・

大久〕

ト ピ ッ ク ス
いわき野菜de「チョコベジ」

～野菜をもっとおいしく食べる新発見～


